
会議結果のお知らせ 

 

１ 開催した会議の名称 

令和４年度第３回岩手県大規模事業評価専門委員会 

 

２ 開催した日時 

令和４年８月 24日（水）13：30～15：30 

 

３ 開催場所 

 エスポワールいわて ３階 特別ホール（盛岡市中央通一丁目 1-38） 

 

４ 出席委員 

加藤徹委員長、狩野徹委員、竹内貴弘委員、松木佐和子委員、松山梨香子委員、 

八重樫健太郎委員、山本英和委員（８名中７名出席） 

 

５ 専門委員会議題等 

（１）議題 

ア 大規模施設整備事業の事前評価について＜継続審議＞ 

・ 紫波警察署庁舎等整備事業（紫波町） 

◯ 政策企画課から前回の審議概要及び県民意見募集の実施結果の概要について説明した後、

警察本部から県民意見募集の実施結果に対する県の考え方について説明を行った。 

○ その後、質疑等を行った結果、継続して審議を要する事項及び追加説明が必要な事項は

なく、本件についての審議は終了となった。 

 

■ 専門委員からの主な質疑等は次のとおり 

（意見） 

  パブリック・コメントに対する回答について、説明は非常によくわかったが、資料の

記載内容は簡略化している感じがしたので、耐震性については法令の根拠に基づいて強

化することや、どのような資料に基づいて北上低地西縁断層帯の検証がされ、可能性が

低いが影響があるということを明記した方が良い。また、万が一機能喪失した際の対応

については、矢巾交番も同時に被災する可能性が十分考えられるため、活断層地震の場

合は数十㎞程度離れた所への機能移転を検討しておいた方が良い。 

（回答） 

  修正する。 

 

イ 大規模公共事業の再評価について＜継続審議＞ 

・ 岩崎川広域河川改修事業（紫波町、矢巾町） 

・ 閉伊川総合流域防災事業（宮古市） 

◯ 政策企画課から前回の審議概要及び県民意見募集の実施結果の概要について説明した後、

河川課から事業内容についての補足説明及び県民意見募集の実施結果に対する県の考え方

について説明を行った。 



○ その後、質疑等を行った結果、継続して審議を要する事項及び追加説明が必要な事項は

なく、２件についての審議は終了となった。 

 

■ 専門委員からの主な質疑等は次のとおり 

（質疑） 

  事業期間の延伸理由について、重点的に整備を進めている県内の河川の状況がよくわ

かったが、県民向けにはどのように周知を図っていく予定か。 

（回答） 

まずは今回の委員会資料の公表によるところ。ホームページでも情報提供の方法を検

討する。 

 

（質疑） 

  パブリック・コメントに対する回答（岩崎川・番号１）について、30年に１度の確率

による豪雨という表現は、一般の人には想像しづらいと思われるが、近年の被害を例示

するなどして表現を分かりやすく工夫できないか。 

（回答） 

検討する。 

 

    （質疑） 

パブリック・コメントに対する回答（岩崎川・番号１）について、「想定最大規模」の

補足説明があった方がよい。 

また、パブリック・コメントに対する回答（閉伊川・番号２）について、ハードだけ

では全て守り切れないという趣旨だと思うが、そのように記載してはどうか。 

    （回答） 

      検討する。 

 

＜大規模事業評価に係る答申案について＞ 

【大規模施設整備事業・事前評価】 

 ○紫波警察署庁舎等整備事業（紫波町） 

  「事業実施」とした警察本部の評価は妥当と認められるとの結論に至った。 

【大規模公共事業・再評価】 

 ○岩崎川広域河川改修事業（紫波町、矢巾町） 

  「事業継続」とした県の評価は妥当と認められるとの結論に至った。 

 ○閉伊川総合流域防災事業（宮古市） 

  「事業継続」とした県の評価は妥当と認められるとの結論に至った。 

 

ウ 大規模公共事業の事後評価について＜報告＞ 

・ 地域連携道路整備事業（ネットワーク形成型）国道 106号 宮古西道路（宮古市） 

  ○ 道路建設課から事後評価内容について説明した後、質疑等が行われた。 

 

 

 



■ 専門委員からの主な質疑等は次のとおり 

（質疑） 

  合流部の安全性については、合流部の一般的な課題なのか、それとも今回の構造的な課

題なのかどのように分析しているか。 

（回答） 

  自動車専用道（高速走行）と一般道路という速度の違う道路の合流部特有の課題が考え

られる。また、地域特有の課題として、合流部がカーブとなっていることが考えられる。 

 

（質疑） 

  Ｂ／Ｃが事業着手時から事後評価時で結構下がった点をどのように評価しているか。 

（回答） 

  Ｂ／Ｃが大きく下がった要因は、将来交通量が大きく減少したためである。将来交通量

は、現況交通量から予測しているが、現況交通量が当初見込んでいた交通量よりも増えな

かった実情がある。しっかりと分析が出来ているわけではないが、今後の交通量の推移を

見守っていきたい。 

 

 エ 公共事業及び大規模事業の事後評価実施計画の策定について 

   事務局から事後評価実施計画について説明を行い、事務局案で了承された。 

 

（２）会議資料 

○資料 No.１ 令和４年度大規模事業評価地区 位置図 

〇資料 No.２ 大規模事業評価専門委員会における審議概要について 

◯資料 No.３ 大規模事業評価についての県民意見募集の実施結果 

◯資料 No.４ 大規模公共事業再評価 補足説明資料 

・岩崎川広域河川改修事業（紫波町、矢巾町） 

○資料 No.５ 令和４年度大規模事業事後評価 関係資料 

       ・地域連携道路整備事業（ﾈｯﾄﾜｰｸ形成型）国道 106号 

        宮古西道路（宮古市） 

○資料 No.６ 公共事業及び大規模事業の事後評価実施計画の策定について 

○参考資料  答申書（案）及び審議結果報告(案) 

※ 会議資料及び会議録については、行政情報センターへ配架するとともに、県のホームページに掲載し

ます。 

 

６ 傍聴人数 

報道 ４社 

 

７ 問い合わせ先 

〒020‐8570 盛岡市内丸 10番 1号  

岩手県政策企画部政策企画課 TEL：019-629-5181 FAX：019-629-6229 

 

８ ホームページアドレス 

https://www.pref.iwate.jp/kensei/seisaku/hyouka/hyoukasenmon/1056664/1058830.html 

https://www.pref.iwate.jp/kensei/seisaku/hyouka/hyoukasenmon/1056664/1058830.html


 

９ その他 

政策等の評価について御意見がありましたら、上記問い合わせ先まで FAX 等でお寄せくださ

い。今後の専門委員会での審議の参考とさせていただきます。 


